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お笑いは娯楽としてだけでなく、コミュニケーションとしての役割を果たし、時には社

会規範を映し出す。日本のお笑い文化において、長い歴史を持つ「漫才」は大衆の共感を

得ながら社会とともに変容してきた。本研究では、日本における漫才の歴史的背景を整理

し、現代の漫才がどのように進化しているかを明らかにする。2001 年に開始された『M-1

グランプリ』は、漫才師が競い合う全国規模の大会であり、その内容は時代ごとの社会的

風潮を反映している。そこで、『M-1 グランプリ』で披露された漫才を題材とし、その特

徴と社会的背景を分析することで、現代の笑いの価値観や文化的変遷を考察した。 

まず、過去の文献を基に漫才の歴史的変遷を整理した。さらに、『M-1 グランプリ』の

決勝戦で披露されたネタを対象に、漫才の型やボケ・ツッコミの役割、キャラクター性、

ネタの内容に注目し、現代漫才の特徴を分析した。 

分析の結果、現代の漫才には以下の傾向が見られた。まず、従来の「しゃべくり漫才」

だけでなく、設定上の会話や仮想キャラクターを取り入れた「コント漫才」が増加してい

ることが確認できた。漫才が、会話のやり取りだけではなく、演技的な要素を駆使するこ

とで、新たな表現の幅を獲得している。次に、ツッコミの役割に大きな変化が見られた。

かつてのツッコミは、「観客の代弁者」として、ボケの非現実的な言動を否定・指摘する

役割が中心であった。しかし現代では、ツッコミがボケの発言を受け入れ、共感や理解を

示す「ボケの理解者」としての側面が強まっている。この変化は、批判や対立よりも調和

や共感を重視する現代社会の価値観と深く関係していると言える。ツッコミが対話的かつ

柔軟な役割を担うことで、観客は漫才の世界観により没入しやすくなっている。 

本研究は、漫才という文化的現象を通じて、現代日本社会の価値観や笑いのあり方を明

らかにし、漫才が社会的にどのような役割を果たしているのかを示した。これにより、お

笑いが社会に与える影響や、その可能性について新たな視点を提供するものである。 


